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4月の休日救急医

13日池　田　医　院（本町西）　　　5月上旬の予定

20日中条病院（中条）3日大島医院（川原町）
27日富田医院（神明町）4日山口医院（下条）
29日山口医院（袋町中）　5日千手診療所

ただいま春の全国交通安全運動が行われ

ています。　（6日～15日）

　こどもやお年寄りには、十分注意のうえ運転し

てください。

　一人ひとりが、交通ルールを守りましょう。
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は
り
き
る
一
年
生

は
や
く
学
校
に
な
れ
て
く
だ
さ
い
－
…
…
。

「
ハ
ー
イ
」

友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
し
ょ
う
…
－
．

「
ハ
ー
イ
」

校
長
先
生
の
お
話
し
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
こ
た

え
る
新
入
生
。

仙
田
小
学
校
に
は
二
十
一
名
が
入
学
し
ま
し
か

希
望
の
像
に
見
つ
め
ら
れ
、
さ
あ
、
あ
し
た
が

ら
し
っ
か
り
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
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新
年
度

諸支出金

18，650千円
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総務費
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　　轟，

　公債費1｛　　　　9
253，685千円
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　425，392干円　1『
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教育費
465，0 89千円
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新
年
度
の
町
予
算
が
決
り
ま
し
た
。
一
般
会

計
は
二
十
三
億
八
千
七
百
二
十
九
万
円
、
特
別

会
計
を
全
部
含
む
と
（
水
道
企
業
除
く
）
、
総

額
三
十
二
億
三
千
六
百
八
十
万
円
の
規
模
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、
き
び
し
い
財
政
事
情
を
反
映
し

な
が
ら
、
　
”
入
る
を
は
か
っ
て
出
ず
る
を
制
す

る
”
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、
積
極
的
な
町
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

このほか、

労働費　　482千円

予備費4，561千円

　があります。

■
　
飼
　
．

■F

監

甑償
、

般会計

歳入

290千円23億87
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　　　　　1世帯当りの歳入は一一？

その他
6，748円　　　総額23億8，729万円の歳入、これを1世

　　　　　　　帯当りに換算してみると、さらにわかりやす

　　　　　　　くなります。
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地方交付税 国県支出金
債

141，563円 403，568円 260，876円 108，879

　　円 四
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譲与税

143円
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質
的
に
充
実
し
た

　
　
　
　
町
づ
く
り
の
年
に

　
　
　
　
　
　
《
町
長
の
施
政
方
針
か
ら
〉

▲施政方針を述べる根津町長．

　
八
十
年
代
は
見

直
し
の
時
代
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
出
発
点
で

あ
る
昭
和
五
十
五

年
度
は
、
町
づ
く

り
の
原
点
に
か
え

っ
て
、
む
だ
や
惰

性
を
排
し
な
が
ら
、

刷
新
し
た
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

国
県
の
編
成
方

針
や
町
の
総
合
開
発
計
画
を
指
針
と
し
な
が
ら
、
八
十
年
代
に

の
ぞ
む
町
づ
く
り
の
財
政
見
直
し
の
出
発
点
と
し
て
、
積
極
的

な
節
約
型
の
予
算
案
と
し
た
も
の
で
す
。

　
　
一
般
会
計
は
、
本
年
度
（
五
十
四
年
度
）
当
初
よ
り
四
・
四

三
％
の
減
、
現
計
予
算
額
に
比
し
て
一
〇
・
一
九
％
の
マ
イ
ナ

　
ス
伸
び
率
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
財
政
再
建
を
強
く
打
ち
出

し
、
緊
縮
型
と
な
っ
た
国
県
予
算
案
や
地
方
財
政
計
画
の
影
響

も
大
き
い
の
で
す
が
、
町
予
算
の
過
去
三
か
年
間
の
伸
び
率
が

急
激
で
あ
っ
た
こ
と
も
原
因
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の
三

か
年
間
の
伸
び
率
を
平
均
し
て
み
ま
す
と
、
新
年
度
予
算
は
一

『
六
％
の
伸
び
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
同
類
型
の
団
体
に
比
較
し

て
劣
る
予
算
規
模
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
伸
び
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
は
い
っ
て
も
赤
字
団
体
と
か
再
建
整

備
団
体
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
公
共
料
金
の
引
き
上
げ
や
ら
卸
売
物
価
、

諸
物
価
の
高
騰
は
目
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
ら
が
、
予
算
編
成
上
に
大
き
な
支
障
と
な
っ
た
こ
と
も

否
め
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
と
か
、
安
定
し
た
経
済
情
勢
の

中
で
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
ざ
し
た
い
と
い
う
気
持
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
緊
縮
型
の
予
算
と
は
い
い
な
が
ら
、
　
「
き
び
し
く
入
る
を
は

か
り
、
積
極
的
に
出
づ
る
を
制
し
た
」
通
年
型
の
予
算
案
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
慎
重
な
財
政

運
営
こ
そ
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
物
質
的
な
繁
栄
を
追
い
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
調
和
の
と
れ

た
、
質
的
に
充
実
し
た
町
づ
く
り
の
気
風
を
一
口
同
め
る
時
機
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ま
だ
後
進
性
か
ら
抜
け
き
る
に
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
要
望
も
ま
た
切
実
で
あ
り
ま
す
。

　
上
越
新
幹
線
の
開
通
を
明
年
に
ひ
か
え
、
い
よ
い
よ
日
本
海

時
代
を
迎
え
る
中
で
、
東
京
方
面
と
の
結
び
つ
き
を
大
き
く
し

て
、
地
域
の
繁
栄
を
は
か
る
努
力
を
惜
ん
で
は
な
ら
な
い
一
年

で
す
。
幸
い
、
㈱
ジ
ャ
ル
コ
の
誘
致
も
関
係
者
の
努
力
と
ご
理

解
に
よ
っ
て
、
成
功
の
域
に
達
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
福
祉

施
設
や
中
子
関
係
も
、
新
幹
線
の
開
通
を
め
ど
に
、
関
係
者
の

動
き
も
活
発
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
企
業
等
誘

致
促
進
の
年
で
あ
り
た
い
と
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
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▲ゴミ処理場．今年は一部改造も．

　衛生費
　　　1億21，470千円
　町民の疾病予防や健康づくりを

目的に編成されています。

　最近は栄養過多や運動不足など
から疾病も増加傾向にあるため、

家族の健康を管理するにない手〃
婦人の健康づくり事業、、を取り入

れました。

　環境衛生面では、衛生施設組合

のごみ処理、し尿処理施設の大改

造から負担金が増額しています。

▲水道会計へ繰出10，700千円▲
簡水会計繰出19，300千円▲成人
病検診等委託5，584千円▲妊産婦

乳児医療費助成2，350千円▲衛生
施設組合負担38，703千円など。

　
円

　
千

　
0

　
5

　
7

　
2
3

費
臆

務総

　　庁舎、支所、出張所の維持
　管理や庁用物品の購入などの、

　経常的な費用が中心です。

i；ii欝驚礎

千手小の

屋体改築など

55年度の
　　　主な事業は…・

▲交通安全対策の経費も

　　　　この中に．

　消防費
　　90，055千円
▲広域消防費負担85，372千円ii

▲消火栓新設工事ほか3，660　i

干円▲救急車導入負担960千円i

など。

　　　災害復旧費

　　　　71，485千円
　53年に発生した融雪災及び6月
の豪雨災害も順調な復旧をみてい

ます。加えて、54年度災害も少な

かったことから、農災、公共災全
体で41件の施行となります。

▲農林水産施設（37件）50，547千

円▲公共土木施設（4件）6，638
千円など。

▼県施工の護岸復旧工事（中仙田）

　公債費
　　　2億5a685千円
　事業のために借金をしたものは

後日必ず返済がともないます。

▲元金として返済するもの1億1

1，406千円▲利子として支払う

もの1億42，149千円。

　土木費2億75，043千円…i
　町道の改良、舗装に重点を置くi

とともに、無雪道路の延長拡充をi

ねらって編成しています。
　本年度道路整備は、およそ下記i

のとおり。これが順調に完了したi

場合は、町道の改良率40，3％、舗’

装率は26，6％となる見込みです。：

▲国県道工事負担15，000千円▲
道路台帳作成6，000千円▲舗装
補修（2路線）7，300千円▲改良
舗装（17路線）81，169千円▲同
用地買収、物件補償7，831千円▲

消雪施設（4路線）46，029千円
▲除雪委託（13路線）6，000干円

▲除排雪用車両借上げ2，000千円

▲建設機械車庫改築ほか36，400
千円▲急斜地崩壊防止負担4，800

干円▲浄土川改修ほか5，000千円
など。

▲雪害対策費も大きなウエート
　を占めています．

教育費
　　4億65≒089千円

　55年度事業の最も大きなもi
のとして千手小屋内体育館及びi…

食堂の建設があります。

響難繕騨糖i
　今年は町民運動会の年ですの1

で、町民皆スポーツ、体力づく
り宣言町にふさわしい運動会に1

したいと準備を進めています。

▲千手小屋体、食堂建設2億3
2，095千円▲食堂備品類5，00

0千円▲中学校スクールバス委

託5，383千円▲敬老会委託1，6

50千円▲河川運動公園造成5，

745千円など。

▲改築を待つ千手小屋体



1【5】”1”ll”1””1”lll””””1”1”1””1”1””llml“””Ill11”””II”1”””Ill””lll”IIll”1”1”広報かわにし／昭和55年　4月10日発行（第三種郵便物認可）

2億75，454千円民生費

　昨秋法人化をした社会福祉協議会や、順調

な運営を続けるなかまの家への助成などのほ

か　老人福祉や保育所関係など、福祉全般に

ついて計上してあります。

　老人福祉では、継続事業として家庭奉仕員

の設置や高齢者敬祝事業、生きがい対策の体
育大会、作品展、内職事業の推進などがあり

ます。年金事務も含まれていますが　参考ま

でに、54年度中の年金の保険料総額はおよそ

1億2，000万円、受給額は約4億円に及んで
います。一方、保育所関係は、5か所の保育
所で定員420人を見込み、1億3，200万円でする

▲老人医療費助成61，862千円▲同健康診査

委託1，008千円1▲老人クラブ補助1，296千円

▲ねたきり老人見舞金300千円　▲児童手当

19，920干円など。

特
別
会
計

保
険
料

　
　
わ
ず
か
に
ア
ッ
ブ

　
従
前
の
国
保
特
別
会
計
・
事
業
勘
定

が
こ
の
会
計
で
す
。

　
予
算
中
、
九
四
・
五
％
は
保
険
給
付

費
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
財
源
と

な
る
保
険
料
は
、
全
体
の
三
二
・
五
％
、

一
億
四
千
三
十
八
万
七
干
円
で
す
。
皆

さ
ん
の
負
担
は
、
平
均
五
％
ほ
ど
の
ア

ッ
プ
、
一
世
帯
当
り
九
万
四
千
三
十
円

と
な
り
ま
す
。
こ
の
金
額
は
県
下
の
平

均
よ
り
下
ま
わ
る
保
険
料
で
す
。
な
お
、

助
産
費
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
費
の
引

き
上
げ
は
、
前
月
お
知
ら
せ
の
と
お
り

で
す
。前

年
よ
り
二
・
三
％
ほ
ど
増
額
し

た
予
算
で
す
。
歳
入
は
診
療
収
入
が

七
六
．
五
％
、
歳
出
で
は
、
施
設
の
管

理
、
医
療
用
原
材
料
費
な
ど
で
す
。

　
前
年
度
比
三
∵
三
％
増
と
い
う
予

算
で
す
。
新
大
医
学
部
の
ご
協
力
に
よ

り
、
昨
秋
か
ら
医
師
二
名
に
よ
る
診
療

▲年々盛大になる老人作品展．

　農林水産業費

　　　　　　　4億25，392千円

　農業関係では、転作奨励金として町費のう

わづみが見られました。林業は、林道峰方線

の継続工事のほか、大字野口を中心とする新

植林や、これまでに植え終っているものの保

育、管理にあたります。新農構は、1億1，100
万円をかけ西部地区農業の近代化や集落開発

センターの建設などを行います。

　一方、4年目に入るモデル事業は、総経費

1億5，970万円ですo道路整備、フラッシュ
施設整備などに投資するものです。

が
行
わ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
を
皇
暑
ば

れ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
新
大
か
ら
、

の
医
師
は
、
月
・
水
・
金
の
診
療
と
限

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
い
常

勤
医
師
の
確
保
と
、
診
療
体
系
の
充
実

を
目
ざ
し
て
い
る
の
が
こ
の
予
算
で
す
。

　
休
日
救
急
医
に

　
　
　
　
　
町
診
療
所
も

　
従
前
の
施
設
勘
定
を
名
称
変
更
し
た

の
が
こ
の
会
計
で
す
。

診
療
収
入
は
全
体
の
八
六
％
に
及
び

ま
す
。
こ
と
に
、
新
年
度
は
自
動
解
析

付
き
の
心
電
図
を
購
入
し
、
医
療
の
充

実
を
は
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
年
度
か
ら
は
、
町
の
診
療

所
も
休
日
救
急
医
に
加
わ
り
、
活
躍
を

し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
作
物
共
済
に
、
全
相
殺
農
単
方
式

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の

一
筆
方
式
と
ち
が
い
、
各
農
家
ご
と
の

耕
地
、
収
量
を
対
比
し
て
損
害
評
価
を

行
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
当
面
は
千

手
地
区
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
く
畑
作
物
共
済

勘
定
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
米
を
め
ぐ

る
情
勢
が
不
安
定
で
も
あ
る
た
め
、
農

業
の
安
定
と
再
生
産
性
の
向
上
を
目
ざ

し
な
が
ら
、
補
償
の
充
実
を
は
か
ろ
う

▲基盤整備事業補助5，000千円▲小規模土地

改良補助500千円▲転作奨励補助2，750千円
▲新農構集団農区総合整備補助35，932千円

▲同基盤整備補助1α794千円▲同地域施設
整備補助36，482千円▲同特認事業勘助6，600

千円▲集落開発センター整備補助4，450千円

▲地域農政特対事業農地流動化奨励金4，000

千円▲モデル事業道路整備（7路線）751730

千円▲同排水路整備（6路線）5，930千円▲

同フラッシュ施設整備33，230千円▲同防火水

槽整備（2か所）4、600千円▲同農村公園整

備9，550千円▲林道峰方線開削26，880千円
▲岳告ホ太車当只∩77∩二F国ノトF、

と
す
る
も
の
で
す
。

白
倉
地
区
に

　
　
　
　
簡
水
を

　
目
玉
は
、
白
倉
地
区
へ
の
簡
水
建
設

で
す
。
大
倉
、
大
白
倉
、
小
白
倉
の
三

部
落
が
対
象
で
す
の
で
、
面
積
も
広
く

建
設
費
も
多
額
を
要
し
ま
す
。
お
よ
そ

一
億
六
千
六
百
万
円
で
予
算
全
体
で
は

前
年
よ
り
三
五
％
か
ら
の
ア
ッ
プ
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
財
源
と
し
て
は
、
加

入
金
や
使
用
料
の
ほ
か
、
国
の
補
助
金
、

ま
た
、
起
債
一
億
円
な
ど
が
見
積
ら
れ

て
い
ま
す
。
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町
に三

っ
θ
9

の

致
工

㈱
ジ
ャ
ル
コ
が
下
平
新
田
に

灘妻

懸

今
秋
に
は
操
業
開
始
も

　
町
内
に
、
再
び
新
し
い
企
業
が
誘
致
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
会
社
は
、
東
京
大
田
区
に
本
社
を
も
つ
株
式
会
社

ジ
ャ
ル
コ
（
代
表
取
締
役
山
川
義
定
）
で
、
電
子
用
機
器

や
各
種
の
電
子
部
品
を
製
造
す
る
会
社
で
す
。

　
す
で
に
、
用
地
関
係
も
手
続
き
が
終
り
、
雪
消
え
を
待

っ
て
工
場
建
設
に
着
手
さ
れ
る
模
様
で
す
が
、
作
業
が
順

調
な
ら
、
今
秋
に
は
操
業
が
始
め
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。
、

7蔀ヒある本社・事業所

成
長
途
上
の
企
業

製
品
は
国
内
外
で

　
　
　
　
　
幅
広
い
需
要

　
㈲
ジ
ャ
ル
コ
は
、
大
田
区
内
に
本
社

及
び
管
理
セ
ン
タ
ー
を
置
く
ほ
か
、
横

浜
、
山
梨
に
も
事
業
所
を
有
す
る
会
社

で
す
。

　
資
本
金
は
三
億
円
、
こ
と
に
年
商
は

毎
年
順
調
な
伸
び
を
続
け
、
五
十
四
年

三
月
期
に
は
三
十
三
億
四
千
万
円
を
誇

り
、
成
長
途
上
に
あ
る
中
堅
企
業
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
生
産
さ
れ
る
も
の
は
、
皆
さ

ん
も
ご
存
知
の
テ
レ
ビ
・
ス
テ
レ
オ
な

ど
各
種
電
気
製
品
の
部
品
類
、
そ
れ
に
、

こ
の
会
社
独
自
で
開
発
さ
れ
た
電
子
用

機
器
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
部
品
類
は
、

国
内
ほ
と
ん
ど
の
メ
ー
カ
ー
で
使
用
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
海
外
に
も
幅
広
く
輸

出
も
行
い
、
納
品
す
る
会
社
は
四
百
社

に
及
ん
で
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
企
業
の
誘
致
は
、

今
年
一
月
に
話
が
も
ち
あ
が
っ
て
以
後

急
速
な
進
展
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
同
社
の
矢
嶋
常
務
も
再
三
に
わ
た

▲組立作業に励む工場内部

諺錨麗撫．
　　」　　　　　　

●麗

　　．　　，■．

輝、醐．…1

◎ツベルクリン反応検査

ツ反検査

　判定を行います

期　日 時　　　間 会　　　場

4月12日 午後1：30～2：00 克雪センター

21日 〃 総合センター

22日 〃 橘出張所
22日 午後2：40～3：10 白倉小学校

28日 1：30～2：00 母子センター

“
忘
れ
ず
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
”

　
結
核
検
診
、
循
環
器
検
診
が
来
月
六

日
よ
り
、
町
内
の
各
会
場
で
始
ま
り
ま

す
。
ふ
だ
ん
、
健
康
だ
と
思
っ
て
生
活

し
て
い
る
人
た
ち
の
中
か
ら
、
気
づ
か

な
い
う
ち
に
発
生
し
て
い
る
病
気
を
、

早
い
う
ち
に
発
見
し
、
治
療
し
て
も
ら

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
判
定
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
忘
れ
ず
に
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者

．
五
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
、
・
今
ま

で
に
受
け
な
か
っ
た
四
歳
ま
で
の
人
、

・
陰
性
で
B
C
G
を
受
け
な
か
っ
た
人

◎ツベルクリン反応判定

期　日 時　　　間 会　　　場

4月16日 午後1330～2：00 克雪センター

23日 〃 総合センター

24日 〃 橘出張所
24日 午後2：40～3：10 白倉小学校

30日 1：30～2：00 母子センター

う
の
が
検
診
の
目
的
で
す
。

　
結
核
検
診
は
、
結
核
予
防
法
に
よ
り

行
う
も
の
で
、
十
五
歳
以
上
の
人
は
全

員
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
現
在
結
核
患
者
の
人
、
ま
た
は
以
前

　
結
核
を
わ
ず
ら
い
、
現
在
定
期
的
に

　
検
診
を
受
け
て
い
る
人
。

○
妊
娠
中
の
人
。

○
職
場
で
検
診
を
受
け
る
人
。
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り
来
町
し
、
労
働
力
、
交
通
事
情
な
ど

町
の
状
況
の
つ
ぶ
さ
な
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
三
月
十
二
日
に
は
、
土
地

買
売
契
約
も
取
り
か
わ
す
と
い
う
ハ
イ

ス
ピ
ー
ド
の
進
展
を
見
せ
た
の
で
す
。

将
来
は
三
百
人
規
模
に

　
　
　
　
　
　
　
内
職
・
下
請
の
恩
恵
も

灘

．
霧
諭
、
鱒
灘
．

撫
雛
　
・
雛

　
　
・
醗
、
繋
鱈
灘

　
工
場
の
建
設
場
所
は
、
下
平
新
田
の

神
社
脇
周
辺
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
お

よ
そ
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
求

め
、
前
記
部
品
類
の
生
産
を
中
心
と
す

る
工
場
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
同
社
で
は
、
来
月
早
々
に
は
工
場
建

設
に
と
り
か
か
り
、
十
月
初
旬
に
は
完

成
し
て
、
遅
く
と
も
雪
降
り
前
に
は
操

業
を
開
始
し
た
い
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
こ
に
働
く
従
業
員
で
す
が
、

当
面
は
百
人
く
ら
い
で
ス
タ
ー
ト
し
、

近
い
将
来
に
は
三
百
人
規
模
に
ま
で
拡

大
し
た
い
と
の
意
向
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
部
品
生
産
は
、
こ
。

こ
の
工
場
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
職

や
下
請
け
作
業
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
に

お
願
い
す
る
模
様
で
す
か
ら
、
町
発
展

に
も
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
り
、
㈲
ジ
ャ

ル
コ
の
進
出
に
今
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

灘

　難
　雛

　鑓灘レ
近
代
的
設
備
の
中
で
の
作
業

▲同社の電子用部品は1，400種に及ぶ．
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㈲
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誘
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直
接
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橋
渡
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だ
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滋
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O
鱒
ジ
ャ
ル
コ
と
隣
合
わ
せ
て
商
業
を

営
む
由
孝
さ
ん
が
、
同
社
の
業
務
拡
張

を
聞
く
一
方
、
川
西
町
で
も
優
良
企
業

の
誘
致
に
懸
命
な
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
話
は
ト
ン
ト
ン
拍

子
に
進
み
ま
し
た
。

　
議
員
の
滋
野
さ
ん
も
、
町
の
実
情
を

知
る
人
だ
け
に
、
こ
の
実
現
に
東
奔
西

走
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
町
、
議
会
、
㈲
ジ
ャ
ル
コ
の
誠
意
を

つ
く
し
た
話
合
い
の
中
で
、
こ
の
ほ
ど

の
企
業
誘
致
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
町
に
町
外
か
ら
誘
致
し
た
企

業
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
ハ
リ
マ
ヤ
運

運
用
品
㈲
、
昭
和
四
十
九
年
の
㈱
大
和

伸
管
所
に
次
ぐ
三
番
目
の
も
の
と
な
り

ま
す
。

○
学
校
に
行
っ
て
い
る
人
。
　
　
　
　
　
貧
血
検
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
、
十
五
歳
か
ら
五
　
　
会
場
で
は
、
順
序
を
表
示
し
ま
す
の

十
五
歳
ま
で
の
女
性
の
方
を
対
象
に
、
　
　
で
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
と

　
　
　
予
防
注
射

　
　
　
　
　
今
月
1
8
日
に

　
次
の
日
程
で
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

を
行
い
ま
す
。

　
犬
の
飼
育
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

り
、
年
一
回
の
登
録
と
二
回
の
予
防
注

※実施期日　4月18日（金）

※場所及び時間

射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な

か
に
は
、
首
輪
に
鑑
札
が
つ
い
て
い
な

か
っ
た
り
、
放
し
飼
い
を
し
て
人
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
状
態
の
も
の
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
犬
の
首
輪
に
は
必
ず
鑑

札
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
愛
犬
手
帳
に

あ
る
飼
育
者
の
心
得
を
守
り
、
安
全
で

正
し
い
飼
育
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

場　　所 時　　　間

千手神社境内 午前9時～10時20分

上野連絡所 10時30分～11時

室島作業場 11時15分～11時40分

克雪センター 午後1時　　～1時30分

岩瀬作業場 1時40分～1時50分

小白倉ポンプ置場 2時10分～2時30分

橘　出　張　所 2時45分～3時20分

※当日は印かんと愛犬手帳、料金3，300円を

　持参のこと。

※時間の都合の悪い人は、別の会場でも受け

　られますが、当日受けないと、後日訪問注

　射で4，600円の割増しとなります。
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大

災
害
に
備
え

確
か
な
補
償
を
〃
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
筆
ご
と
に
評

価
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
三
割
以
上
の

・
全
相
殺
農
単
方
式

　
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
、
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
の
利
用
率
が
高
い
こ
と
や
土
地

改
良
事
業
な
ど
に
よ
っ
て
、
作
付
面
積

が
確
実
に
は
握
で
き
る
こ
と
な
ど
、
か

な
り
き
び
し
い
条
件
が
あ
る
た
め
、
全

国
的
に
も
実
施
は
少
な
く
、
県
下
で
も

始
め
て
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
は
補
償
額
が
多
く

な
る
の
で
、
当
然
掛
金
も
多
く
な
り
ま

す
が
、
国
の
負
担
分
も
あ
る
の
で
そ
れ

ほ
ど
高
く
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
の
東
部
地
区
は
、
ほ

場
整
備
事
業
や
二
次
構
な

ど
、
近
代
化
が
進
め
ら
れ

た
の
で
、
こ
の
制
度
の
適

用
を
考
え
た
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
上
野
、
橘
地

区
は
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
利
用
率
が
い
ま
一
歩
な

の
で
、
当
面
は
千
手
地
区

で
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
八
，
後
は
、
生
産
組
合
へ

の
依
存
率
や
仙
田
地
区
の

新
農
構
の
推
進
な
ど
を
勘

案
し
な
が
ら
、
全
町
へ
の

普
及
を
進
め
る
考
え
で
す
。

団
補
償
の
条
件

　
引
き
受
け
は
、
半
相
殺
農
単
方
式
を

と
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
農
家
二
斥
を
単

位
と
し
て
、
そ
の
農
家
の
総
基
準
収
量

（
十
ア
ー
ル
当
り
百
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

く
ら
い
）
に
対
し
て
、
二
〇
％
以
上
の

減
収
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
減
収
分

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
二
百
六
十
一
円
の

割
合
い
で
補
償
し
ま
す
。

　
い
い
か
え
る
と
、
十
ア
ー
ル
当
り
約

百
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
俵
）
分
の
補

償
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

囹
引
き
受
け
の
基
準

基
本
的
に
は
、
通
常
の
栽
培
管
理
に

よ
っ
て
、
通
常
の
収
穫
が
見
込
め
る
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

・
ま
ず
、
排
水
の
よ
い
ほ
場
で
あ
る
こ

　
と
。
　
（
水
田
の
場
合
は
、
排
水
こ
う

▲6．26災害のような大災害のために充実した補償
　制度を．

被
害
に
な
ら
な
い
と
共
済
金
支
払
い
の

対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
被
害
に
あ
っ

て
も
実
際
に
受
取
る
共
済
金
が
少
な
い

と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
相
殺
農
単
方
式
と
い
う
の
は
、
農

家
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
、
そ
の
（
総

基
準
収
量
）
一
割
以
上
の
被
害
に
対
し

て
共
済
金
を
支
払
う
方
式
で
す
。

　
い
い
か
え
れ
ば
、
農
家
の
総
基
準
収

量
の
九
割
を
常
に
補
償
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
い
ま
ま
で
の
方
式
に
く
ら
べ
て

有
利
で
あ
り
、
共
済
制
度
と
し
て
は
す

ぐ
れ
た
も
の
と
い
い
ま
す
。

　
特
に
、
五
十
一
年
の
冷
害
と
か
、
五

十
三
年
の
六
∴
一
六
水
害
な
ど
の
大
被

害
に
対
し
て
の
補
償
は
、
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
有
利
に
な
り
ま
す
。

大

豆
作
り
の

収
入
安
定
を
ね
ら

っ
て

畑
作
物
（
大
豆
）
共
済

　
ひ
と
こ
ろ
は
、
町
内
で
も
か
な
り
の

大
豆
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

兼
業
化
や
農
地
の
荒
廃
な
ど
も
あ
っ
て
、

最
近
で
は
そ
の
姿
が
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
米
の
需
給
事
情
に
対
応

し
て
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
折
か
ら
、
畑
地
は
も
と

よ
り
、
転
作
大
豆
の
収
入
安
定
が
ひ
と

つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
畑
作
振
興
の

一
助
に
と
、
新
年
度
か
ら
大
豆
共
済
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
て
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

囹
加
入
の
条
件

・
五
ア
ー
ル
以
上
の
作
付
け
が
あ
れ
ば

　
だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

・
十
ア
ー
ル
当
り
の
共
済
掛
金
は
九
百

　
円
前
後
で
す
。

・
十
ア
ー
ル
当
り
の
共
済
金
額
は
、
約

　
三
万
円
で
す
。

・
申
込
み
期
間
は
、
今
月
二
十
日
か
ら

　
来
月
一
日
ま
で
で
す
。

を
切
る
な
ど
の
処
置
が
必
要
）

・
連
作
を
繰
り
返
し
た
ほ
場
、
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　

る
ク
セ
の
つ
い
た
畑
、
ま
た
、
山
沿

い
で
生
育
し
て
も
す
ぐ
う
さ
ぎ
に
食

わ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
明
ら
か
に
正

常
な
収
量
が
見
込
め
な
い
ほ
場
は
引

き
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
せ
っ
か
く
生
育
し
て
も
、
除
草
や
病

害
虫
の
防
除
な
ど
、
管
理
が
悪
く
て

減
反
し
た
も
の
は
、
状
況
に
応
じ
て
、

そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
共
済
金
の

支
払
い
対
象
と
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

民
俗
資
料

※
入
手
品
・
弓
張
り
製
造
の
型
一
式

※
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
　
丸
山
貞
一
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テ
彦
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
こ
の
一
日
か
ら
一
年
間
、
千
手
地
区
が
“
盗
犯

防
止
モ
デ
ル
地
区
”
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
、
千
手
地
区
が
盗
犯
の
多
発
地

域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
地
区
の
皆
さ
ん
の
防
犯
意
識
の
高
揚
に
よ
っ
て
、

日
常
生
活
を
お
び
や
か
す
盗
犯
を
防
止
し
、
明
る

く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
が
で
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

燃やすまい

ノ．　みんながくる山歩く山

枯草焼きに十分注意を！！

　
今
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
九
日
ま
で
、
山
火

事
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
特
に
、
農
耕
の
前
の
枯
草
焼
き
な
ど
か
ら
出

火
す
る
山
火
事
が
多
い
の
で
、
次
の
点
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
風
の
あ
る
と
き
の
枯
草
焼
き
、
た
き
火
は
や

　
め
ま
し
ょ
う
。

◎
枯
草
焼
き
、
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
農
業

　
用
ポ
ン
プ
、
消
火
器
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
消

　
火
用
具
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
火
を
つ
け
る
と
き
は
、
周
囲
に
延
焼
す
る
危

　
険
が
な
い
か
ど
う
か
確
か
め
て
か
ら
に
し
ま

　
し
ょ
・
つ
。

◎
後
始
末
は
完
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
マ
ッ
チ
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し

　
な
い
よ
う
、
必
ず
消
火
し
て
か
ら
に
。
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∂
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冒
方

疏

「
わ
た
し
は
相
続
し
ま
せ
ん
」

　
　
　
の
申
述
で
無
関
係
に
ー

　
現
在
の
相
続
に

関
す
る
法
律
に
よ

り
ま
す
と
、
例
え

ば
結
婚
し
て
子
供
の
あ
る
人
が
死
亡
す

る
と
、
そ
の
人
の
財
産
は
残
さ
れ
た
妻

と
子
が
、
ま
た
、
妻
子
の
な
い
人
の
場

合
に
は
、
そ
の
両
親
あ
る
い
は
兄
弟
が
、

原
則
と
し
て
無
条
件
・
無
制
限
に
相
続

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

相
続
さ
れ
る
財
産
・
遺
産
に
は
、
そ
の

人
に
属
し
て
い
た
権
利
義
務
い
っ
さ
い

が
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
家
・
土
地
・
現

金
な
ど
の
ほ
か
に
、
売
買
代
金
や
借
金

の
よ
う
な
負
債
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
遺
産
の
内
容
に
負
債
が
全
く
な
い
場

合
や
、
多
少
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
見
合

う

財
産
が
あ
る
と
き
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、
前
の
例
の
よ
う
に
、
財
産
が
少

な
く
負
債
が
多
い
よ
う
な
と
き
に
は
、

困
っ
た
問
題
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
つ
ま
り
、
残
さ
れ
た
妻
子
や
両
親
な

ど
が
、
相
続
し
た
財
産
で
は
足
り
ず
に
、

自
分
の
資
産
や
収
入
か
ら
負
債
を
返
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

な
ぐ
て
は
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
す
・
断

こ
う
し
た
容
理
婁
く
す
る
た
め
槻

の
一
つ
の
方
法
が
「
相
続
放
棄
」
と
菰

う
手
続
き
で
す
・
こ
隆
相
続
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲

i
こ
の
課
は
李
あ
る
い
は
両
親
議

ど
f
カ
、
募
が
相
続
人
に
な
っ
た
榊

冠
を
知
っ
た
と
き
か
ら
一
二
か
月
以
内
槻

－
「
自
分
は
こ
の
相
続
を
し
ま
せ
ん
謡

と
い
う
こ
と
を
家
庭
裁
判
所
に
申
し
出
　
助

て
、
相
続
に
よ
り
受
け
継
ぐ
は
ず
の
権

利
と
義
務
の
い
っ
さ
い
を
放
棄
し
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
相
続
放
棄
の

申
述
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、
申
述

し
た
遺
族
は
、
死
ん
だ
人
の
財
産
や
負

債
と
は
無
関
係
に
な
り
ま
す
。
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ミ
●
0
疑
9
雪
q
d
§
の
き
O
b
q
δ
§
P
b
電
∂
§
§
O
b
曼
●
0
』
｛
∂
n
ふ
ミ
」
審
」
§
ミ
u
§
葦
9
ゐ
客
三
ρ
客
ρ
雪
ρ
客
ρ
客
μ的圃圃幽圃圃㈲働

・
ー
キ
》
f
ん
　
　
　
　
　
　
　
、

粒
保
険
料
が
四
月
か
ら
，

せ

ね
　
　
　
三
干
七
百
七
十
円
に

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
こ

の
四
月
か
ら
月
三
千
七
百
七
十
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
付
加
保
険
料
は
、
い
ま
ま
で
ど
お

り
月
四
百
円
で
す
か
ら
、
付
加
保
険

料
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
一
か
月

四
千
百
七
十
円
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
昭
和
五
十
一
年
度

の
法
改
正
と
そ
の
後
の
物
価
ス
ラ
イ

ド
に
よ
り
、
夫
婦
が
と
も
に
付
加
保

険
料
に
加
入
し
て
二
十
五
年
間
か
け

た
場
合
、
年
額
百
六
万
一
千
四
百
円

（
月
額
八
万
八
千
四
百
五
十
円
）
の

年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
現
在
の
年
金
額
を
支
給
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
健
全
な
年
金
財
政
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
保
険
料

は
、
一
か
月
七
千
円
程
度
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
で
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
の
負
担
が
急
に
増
え
る
こ
と

を
さ
け
て
、
五
十
二
年
度
か
ら
保
険

料
の
段
階
的
引
き
上
げ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
改
正
理
由
は
、
こ

の
段
階
的
な
引
き
上
げ
分
に
加
え
、

昨
年
の
年
金
額
の
増
額
（
物
価
ス
ラ

イ
ド
分
）
に
要
し
た
財
源
を
補
て
ん

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

⊃
5
ー
〈
ー
し

国民年金

」

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
の
負
担
も
大
き
く
な
る
わ

け
で
す
が
、
国
民
年
金
を
よ
り
よ
い

制
度
に
す
る
た
め
の
や
む
を
得
な
い

措
置
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
と

も
な
い
、
本
年
七
月
分
か
ら
給
付
面

も
大
き
く
変
わ
る
予
定
で
す
。

・
係
か
ら

　
国
民
年
金
の
加
入
者
が
会
社
等
へ

勤
め
た
と
き
、
ま
た
、
厚
生
年
金
等

の
加
入
者
が
会
社
を
や
め
た
と
き
に

は
、
必
ず
年
金
係
ま
で
お
届
け
く
だ

さ
い
。国年容ロ

よ耗

￥3，770

議
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出息
善　

妻
ト
ゥ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
、
木

島
町
の
小
林
健
三
さ
ん
か
ら
、
次
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
て
て
二
万
円
。

　
交
通
安
全
対
策
に
と
一
万
円
。

重
度
の
身
障
者
に

青
い
鳥
は
が
き
を
贈
呈

　
　
　
　
　
　
1
郵
便
局
か
ら

　
郵
政
省
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
強
調

運
動
に
ち
な
み
、
特
別
な
意
匠
（
は
が

き
の
切
手
に
相
当
す
る
部
分
が
“
青
い

鳥
”
）
の
二
十
円
は
が
き
を
、
今
月
二

十
一
日
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
（
一
級
及
び
二
級

で
三
月
三
十
一
日
現
在
、
満
六
歳
以
上
）

徽
　　●

縫
塾ア

夢

聡

嚢
　しロ　　

の
方
へ
、
お
申
出
に
よ
り
一
人
二
十
枚

を
無
料
で
贈
呈
し
ま
す
。

　
身
体
障
害
の
方
で
、
こ
の
は
が
き
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
郵
便
局

へ
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て
お
申

出
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

・
4
月
1
6
日
－

・
4
月
2
3
日
・
・

・
4
月
3
0
日
・
・

●
5
月
7
日
：

・
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
の

…
…
｝
総
合
セ
ン
タ
ー

…
…
…
上
野
連
絡
所

帰
る
い
な
か
が

　
　
　
　
　
　
で
き
ま
し
た

　
わ
た
し
と
川
西
町
と
の
出
あ
い
は
、

十
年
前
の
雪
深
い
二
月
、
慶
大
医
学
部

医
事
振
興
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
小
脇
、

高
倉
、
藤
沢
な
ど
の
部
落
を
訪
れ
た
と

き
に
始
ま
る
。

　
多
く
の
住
み
慣
れ
た
人
々
の
心
を
拒

み
、
外
部
へ
と
追
い
や
っ
た
豪
雪
と
寒

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
く
先
々
で
あ

っ
た
人
々
の
生
気
と
、
心
の
温
か
さ
、

人
な
つ
っ
こ
さ
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
三
年
、
わ
た
し
ど
も
夫
婦
が

中
心
と
な
っ
て
、
外
国
人
を
含
め
東
京

に
住
む
友
人
二
十
家
族
で
、
高
倉
国
際

滋墾燧4

肇
一

渡
辺

村
を
発
足
さ
せ
た
。
設
立
当
初
、
五
年

以
内
に
全
員
が
各
自
の
山
小
屋
を
建
て

る
と
い
う
野
望
は
、
わ
れ
わ
れ
を
も
襲

っ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
た
め
、
未
だ

完
全
に
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
が
、
わ

た
し
ど
も
の
小
屋
を
含
め
十
四
軒
が
、

高
倉
松
葉
平
の
谷
あ
い
を
色
ど
っ
て
い

る
。
こ
の
二
十
家
族
の
中
に
は
、
高
倉

を
ほ
ぼ
永
住
の
地
と
決
め
た
人
も
あ
る
。

　
現
実
に
、
雪
国
育
ち
の
わ
た
し
の
家

内
エ
リ
カ
は
、
素
ぼ
く
な
高
倉
の
風
景

に
も
魅
せ
ら
れ
て
い
る
模
様
だ
が
、
そ

れ
に
も
ま
し
て
、
土
地
の
人
々
と
の
心

の
交
流
に
、
こ
ど
の
ほ
か
満
足
の
よ
う

・
住
所

・
職
業

伊
勢
原
市

大
学
教
授

慶
　
一
さ
ん

ぐ
せ
に
い
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
高
倉
国
際
村
と
、
誕
生
の
年
が
同
じ

の
わ
が
東
海
大
医
学
部
も
、
や
っ
と
フ

ル
回
転
す
る
よ
う
に
な
り
、
わ
た
し
自

身
、
な
か
な
か
国
際
村
訪
問
が
で
き
な

い
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
が
、
東
京
生
ま
れ

の
東
京
育
ち
の
わ
た
し
に
も
、
“
帰
る

い
な
か
”
が
で
き
た
こ
と
を
、
心
か
ら

う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。

麟1

わ
し
の
　
　
襯

　
　
　
　
　
　
自
慢
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
㌧
漣
．
。
マ

蚤
雛
葵
嬬
一
識
螺
務
轡
簿
嘉
難
喫
懸
り
、

　
再
び
色
紙
を
持
っ
た
人
に
登
場
い
た

だ
い
た
が
、
芸
術
的
セ
ン
ス
を
紹
介
す

る
の
が
目
的
で
は
な
い
。

　
経
師
屋
か
ら
屋
根
ふ
き
、
大
工
、
左

官
と
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
な
ん
で
も
こ

な
し
て
き
た
と
い
う
田
中
さ
ん
は
、
畳

の
表
替
え
ま
で
手
が
け
た
と
い
う
器
用

で
あ
る
。
秘
か
に
、
骨
を
日
本
に
う
め
華

る
豫
な
覚
悟
渓
め
た
彼
隆
”
自
簸
た
い
ぽ
ね
、

分
の
お
墓
は
、
高
倉
の
み
ん
な
が
一
番
　
・

よ
く
見
え
る
丘
の
上
が
よ
い
乏
・
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
畷　　　　　　　　　　毫　　　　　　　　弊　　　　　。鰹醗き

な
腕
の
持
ち
主
で
あ
る
。

　
「
わ
た
し
の
場
合
は
、
器

用
貧
乏
を
地
で
い
っ
て
い
る

よ
う
な
も
ん
で
す
よ
凶

　
橘
診
療
所
に
勤
務
当
時
は
、

消
毒
器
具
や
電
気
関
係
と
、

な
ん
で
も
修
理
し
て
重
宝
が

ら
れ
た
が
、
　
「
人
に
重
宝
が

ら
れ
て
、
な
ん
で
も
や
る
人

と
い
う
の
は
大
成
し
な
い
み

　
　
　
　
　
　
。
」
と
も
い

っ
て
　
自
ら
の
人
生
を
も
ふ

り
返
る
風
情
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、

一豊富な特技一
冠婚葬祭の包み物は講師にも

　
　
　
　
　
　
こ
の
人
に
は
さ
ら
に
特

技
が
あ
る
。
冠
婚
葬
祭
の
知
識
、
包
み

物
に
関
し
て
は
、
講
師
と
も
な
っ
て
大

勢
の
大
た
ち
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
「
つ
い
最
近
も
中
条
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
去
年
は
橘
地
区
だ
け
で
も
六
回

く
ら
い
講
習
会
を
や
り
ま
し
た
よ
凶

　
こ
の
知
識
は
、
東
京
で
店
勤
め
を
し

て
い
る
こ
ろ
、
包
み
物
の
依
頼
も
あ
っ

仁田田中隆一郎さん

▲書初めのときしたためた色紙と田中さん，

て
自
然
に
身
に
つ
い
た
の
だ

そ
う
だ
。

　
書
き
方
も
「
我
流
で
す
が

ね
」
と
い
い
な
が
ら
立
派
に

こ
な
す
。
新
年
の
書
初
め
は

欠
か
さ
な
い
と
い
い
、
そ
の

際
し
た
た
め
た
の
が
、
写
真

の
色
紙
な
の
だ
そ
う
な
。

　
そ
の
冠
婚
葬
祭
に
つ
い
て

の
講
義
を
ひ
と
く
さ
り
伺
っ

た
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が

ら
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
余
裕

は
な
い
。
思
い
起
こ
せ
ば
、

こ
れ
ま
で
知
ら
ぬ
で
過
し
た
無
礼
も
多

か
っ
た
。

　
「
で
も
ね
。
贈
る
側
、
受
け
る
側
が

お
互
い
に
正
し
い
知
識
が
な
け
れ
ば
、

正
し
く
て
も
笑
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
わ

け
で
す
已

　
“
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
う
”
と
い

う
こ
と
わ
ざ
は
、
こ
の
場
合
に
も
必
要

な
の
だ
と
教
わ
っ
た
。
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砺
内
謬

黒超＼　
　
　
葛
覧
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
9
1
亀
、
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
　
、

　
8
ー
璽
監
、
、

【荒熱論同，，記

タフなノ￥ンター

　　　たちに敬服
～
㌔
～
一
亀
～
一
一
騨
一
…
。
…
一
…
一
三
一
三
三
曹
。
…
一
三
一
一
。
。
一
一
…
…
～
…
一
三
の
…
一
三
一
三
き
ξ
一
。
…
の
…
一
…
f
…
一
一
…
一
三
…
ξ
亀
り
一
｛
q
き
一
三
…
一
一
一
…
一
三
三
一
…
三
臼
…
」
…
三
一
三
一
一
一
～
三
。
～
三
一
一
。
噂
。
一
…
一
一
…
一
三
…
」
一
毛
…
ご
一
…
ξ
一
一
一
．
一
ξ
一
一
≡
ξ

聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
ニ

　
　
　
　
千
手
．
上
野
猟
友
会
の
野
兎
駆
除
に
勢
子
と
し

　
　
　
て
同
行
し
た
の
は
、
先
月
の
十
二
日
で
あ
る
。
あ

　
　
　
い
に
く
、
戻
り
実
波
の
来
襲
で
、
猛
烈
に
ふ
き
荒

れ
た
一
日
だ
っ
た
。

　
午
前
九
時
、
ハ
ン
タ
ー
六
人
と
勢
子
三
人
は
、
松
葉
沢
の

浄
水
場
前
に
集
合
、
ま
ず
は
綿
密
な
打
合
せ
を
開
始
し
た
。

　
　
「
こ
の
山
の
上
に
杉
林
が
あ
る
す
け
ま
わ
り
か
ら
囲
ん

で
追
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ
ね
エ
か
。
き
っ
と
、
そ
こ
へ
飛
び

込
む
ぜ
凶
、
そ
し
て
、
鉄
砲
隊
は
峰
伝
い
に
、
勢
子
は
沢

を
め
ぐ
っ
て
山
頂
の
杉
林
で
落
ち
あ
う
こ
と
に
決
っ
た
。

　
　
「
ホ
ホ
ホ
ホ
ー
、
ド
ド
ド
ド
ー
凶
先
輩
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
大
声
を
は
り
上
げ
る
勢
子
の
職
務
開
始
だ
。

　
登
り
下
り
を
三
十
分
ほ
ど
続
け
急
燈
な
ガ
ケ
を
よ
う
や

く
の
思
い
で
ぬ
け
る
と
、
頭
上
で
“
バ
ー
ン
”
。
今
日
の

第
一
声
が
と
ど
ろ
く
。
よ
う
や
く
山
頂
に
着
き
、
全
員
が

顔
を
そ
ろ
え
た
が
、
獲
物
は
な
か
っ
た
。

　
「
い
や
ー
、
惜
し
か
っ
た
、
も
う
少
し
だ
っ
け
が
の
オ

i
。
」

　
た
ば
こ
に
火
を
つ
け
る
の
も
も
ど
か
し
く
、
さ
ら
に
奥

へ
と
向
う
。
鉄
砲
隊
は
ガ
ケ
の
中
腹
を
縦
断
、
勢
子
は
峰

伝
い
に
追
う
こ
と
に
決
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
も
の
の
十
分
も
経
な
い

　
　
　
　
　
●
　
う
ち
に
猛
烈
な
吹
雪
が
襲
っ
て
き
た
。

葬…i一　　嚢　　　　　　雛灘　　　．、

▲昼食までにやっと2羽の戦果

　
目
も
口
も
開
け
て
お
れ
な
い
ば
か

り
か
立
ち
止
ま
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
。

　
数
メ
ー
ト
ル
先
の
仲
間
が
見
え
か

く
れ
す
る
。
で
も
、
と
て
も
動
け
る

状
態
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
鼻
み
ず
が
出
る
。
ま
つ
毛
が
凍
る
。

急
激
な
寒
さ
が
襲
い
、
心
細
さ
が
全

身
を
包
む
。
大
木
に
身
を
寄
せ
て
待

っ
た
が
、
強
風
は
ま
す
ま
す
勢
い
を

ま
す
気
配
だ
。

　
勢
子
組
は
、
つ
い
に
下
山
を
決
め
た
。
強
風
を
さ
け
、
沢
か

ら
上
が
っ
て
鉄
砲
隊
に
落
ち
合
お
う
と
決
め
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
再
び
急
な
ガ
ケ
を
登
り
出
し
た
ら
、
も
う
疲
れ

は
極
に
達
し
た
。
下
着
は
汗
で
ビ
ッ
シ
ョ
リ
で
あ
る
。

　
強
烈
な
吹
雪
は
、
山
頂
に
た
ど
り
つ
い
て
へ
た
り
込
む
わ
れ

わ
れ
も
容
赦
し
な
い
。
鉄
砲
隊
の
姿
が
見
ら
れ
な
い
ま
ま
、
少

し
下
が
っ
た
杉
森
に
避
難
す
る
。

　
「
こ
こ
は
坪
山
の
う
え
だ
。
」
と
だ
れ
か
が
い
っ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
冬
山
と
は
こ
わ
い
も
の
で
あ
る
。
町
内
の

山
と
い
え
ど
も
周
囲
が
見
え
な
け
れ
ば
、
方
角
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　
お
互
い
鉄
砲
の
合
図
葦
洛
ち
合
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
十

分
ほ
ど
し
て
か
ら
で
あ
る
。

　
獲
物
は
二
羽
。
こ
の
あ
ら
し
だ
か
ら
む
り
も
な
い
。
二
羽
の

ウ
サ
ギ
は
、
早
速
反
を
む
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
荷
物
を
軽
く
す

る
目
的
と
、
温
か
い
う
ち
が
よ
く
む
け
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　
「
今
日
は
だ
め
だ
。
や
め
よ
う
じ
ゃ
ね
エ
か
。
」
、
　
「
い
や
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昼
か
ら
は
天
気
も
よ
く
な
る
ぜ
、
平
見
ま
で
行
っ
て
み
よ
う
ぜ
凶
一

　
昼
食
休
み
も
そ
こ
そ
こ
に
、
と
う
と
う
平
見
ま
わ
り
が
決
っ
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

た
。
ハ
ン
タ
ー
た
ち
は
、
全
く
タ
フ
ぞ
ろ
い
で
あ
る
。
　
　
　
　
一

　
平
見
部
落
を
ま
わ
り
、
林
道
に
沿
っ
て
若
の
窪
に
出
る
こ
ろ
　
一

は
、
天
候
も
少
し
よ
く
な
っ
て
、
そ
れ
で
も
数
羽
の
収
獲
が
あ
　
一

っ
た
。
欲
が
出
て
、
若
の
窪
か
ら
星
名
新
田
に
向
け
て
一
周
し
　
一

た
が
、
思
う
戦
果
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡

　
「
今
ご
ろ
の
時
期
に
な
る
と
身
ご
も
っ
て
い
て
、
簡
単
に
は
　
｝

飛
び
出
さ
な
い
ん
で
す
よ
。
」
、
プ
ロ
の
ハ
ン
タ
ー
が
い
う
。
　
｝

そ
ん
な
せ
い
か
今
日
の
収
獲
は
全
部
で
十
羽
足
ら
ず
。
し
か
し
、
｝

ハ
ン
タ
ー
た
ち
は
ひ
る
ま
ず
次
の
機
会
を
ね
ら
う
。
　
　
　
　
　
㌦

　
作
物
や
樹
木
を
荒
す
に
っ
く
き
野
兎
を
目
ざ
し
て
…
…
。
　
　
㌔

　
後
日
、
係
に
伺
っ
て
み
る
と
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
十
回
ほ
ど
の
　
㌦

出
動
で
二
百
五
十
羽
ほ
ど
の
戦
果
な
の
だ
そ
う
な
。
　
　
　
　
　
㌦

　
そ
れ
に
し
て
も
、
ハ
ン
タ
ー
た
ち
の
活
躍
は
、
こ
の
苦
労
の
　
㌦

連
続
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
一
日
で
あ
っ
た
。
　
　
　
㌦
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※
退
　
職
／
三
月
三
十
一
日
付

産
業
課
副
参
事
・
高
橋
和
子
、
総
務
課
・
小
林
十
八

千
手
保
育
園
．
酒
井
三
治
、
総
務
課
・
北
村
秋
江
、

川
西
中
学
校
．
登
坂
タ
ッ
、
仙
田
保
育
園
・
奥
山
偏

子
、
橘
同
・
小
海
貴
代
美

※
配
置
換
え
／
四
月
一
日
付

町
史
編
さ
ん
室
長
兼
総
合
セ
ン
タ
ー
長
・
金
子
幸
作

（
教
委
社
教
課
長
兼
総
合
セ
ン
タ
ー
長
）
、
社
会
課

長
補
佐
、
援
護
係
長
・
山
田
五
作
（
橘
出
張
所
長
）

企
画
室
財
産
管
理
係
長
・
南
雲
直
秀
（
援
護
係
長
）
、

町
史
編
さ
ん
室
係
長
・
小
海
正
隆
（
文
書
広
報
係

長
）
、
橘
出
張
所
長
・
小
幡
邦
保
（
土
地
改
良
区
派

遣
）
、
税
務
課
税
務
第
一
係
長
・
大
平
剛
士
（
財
産

管
理
係
長
）
、
総
務
課
文
書
広
報
係
長
・
数
藤
春
央

（
税
務
第
一
係
長
）
、
総
務
課
住
民
係
・
高
橋
敏
行

（
出
納
係
）
、
農
委
農
地
係
・
高
橋
恭
平
（
林
業
係
）
、

環
境
整
備
課
農
村
総
合
整
備
係
・
高
橋
博
行
（
税

務
第
二
係
）
、
収
入
役
室
出
納
係
・
南
雲
晃
（
農

村
総
合
整
備
係
）
、
税
務
課
税
務
第
二
係
二
・
同
橋
幸

司
（
土
木
第
二
係
）
、
総
務
課
庶
務
係
・
数
藤
久

（
農
業
係
）
、
産
業
課
農
業
係
・
青
木
英
明
（
住
民
係

千
手
保
育
園
長
・
白
井
マ
サ
（
上
野
保
育
園
長
）
、

上
野
同
・
数
藤
敦
子
（
千
手
同
）
、
仙
田
保
育
園

保
母
・
木
村
直
子
（
川
西
幼
稚
園
教
諭
）
、
千
手

同
・
小
林
良
子
（
同
）
、
上
野
同
・
高
橋
セ
ッ
（
仙

田
保
育
園
保
母
）
、
ー
仙
田
同
・
丸
山
姿
子
（
上
野
同

千
手
同
・
小
野
塚
靖
子
（
仙
田
同
）
、
川
西
幼
稚

園
教
諭
・
佐
藤
文
江
（
南
原
同
）
、
同
・
田
村
加

代
子
（
橘
同
）
、
橘
保
育
園
保
母
・
柳
英
子
（
千
手

同
）
、
仙
田
同
・
小
林
文
子
（
橘
同
）
、
橘
同
・
金

子
由
子
（
上
野
同
）
、
千
手
同
・
庭
野
加
代
子
（
南

原
同
）

※
兼
務
辞
令
／
四
月
一
日
付

教
育
長
兼
社
会
教
育
課
長
・
丸
山
富
司

※
新
採
用
／
四
月
一
日
付

建
設
課
水
道
係
・
平
野
信
行
、
千
手
保
育
園
保
母
・

土
屋
淳
子
、
橘
同
・
山
家
正
子
、
千
手
保
育
園
・
佐

藤
春
男
、
上
野
小
学
校
・
戸
田
健
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日
常
の
生
活
に
注
意

動
脈
硬
化
症

　
　
　
シ
リ
ー
ズ
…
…
④

　
動
脈
と
は
、
わ
た
し
た
ち
の
体
の

す
み
ず
み
ま
で
血
液
を
お
く
っ
て
く

れ
る
ホ
ー
ス
で
す
。

内
側
に
は
う
す
い
膜
が
あ
り
、
こ

の
膜
は
、
動
脈
に
必
要
な
も
の
と
不

必
要
な
も
の
を
よ
り
分
け
て
通
過
さ

せ
る
関
所
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
膜
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト

　
　
　
　
で
、
す
ぐ
に
傷
み
や
す
い

鰯鑛鞠曙
の
で
す
。

　
例
え
ば
次
の
よ
う
な
と

き
、
内
膜
に
傷
を
つ
け
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

一
、
驚
き
、
怒
り
な
ど
精
神

的
ス
ト
レ
ス
は
、
副
腎
と

い
う
囚
分
泌
腺
を
刺
激
し

て
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
分
泌

し
ま
す
が
、
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
が
一
定
量
を
こ
す
と
内

膜
は
損
傷
し
ま
す
。

二
、
タ
バ
コ
の
ニ
コ
チ
ン
も
、

ス
ト
レ
ス
と
同
じ
よ
う
に

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
過
分
泌

を
起
こ
し
内
膜
の
損
傷
と

な
り
ま
す
。

一
、
一
、
高
血
圧
自
体
が
ま
ね
く

ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
も
内

讐
圏
幽
◎

レ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
ス
テ
ビ
し
ル

イ

ぎ
　
　
○

膜
は
傷
つ
き
ま
す
。

　
四
、
食
物
で
も
、
脂
肪
の
多
い
も
の
や

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
と
る

と
損
傷
し
ま
す
。

　
　
そ
れ
で
は
、
内
膜
が
傷
む
と
ど
ん

　
な
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
ま
ず
、
関
所
の
働
き
が
な
く
な
り
、

　
血
液
成
分
が
よ
け
い
に
動
脈
壁
の
中

　
に
し
み
こ
ん
で
腫
れ
て
き
ま
す
。
こ

　
の
よ
う
な
こ
と
が
、
繰
り
返
し
起
こ

　
る
と
傷
が
深
く
な
り
、
粥
状
の
物
が

　
た
ま
っ
て
き
ま
す
。
粥
状
物
や
腫
れ

　
が
血
液
の
流
れ
を
じ
ゃ
ま
し
た
り
、

　
全
く
流
れ
を
と
ざ
し
た
り
し
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
状
態
を
動
脈
硬
化
症

　
と
い
い
、
脳
で
起
こ
れ
ば
、
脳
軟
化

症
や
脳
卒
中
に
、
ま
た
、
心
臓
で
起

　
こ
れ
ば
心
筋
硬
塞
症
な
ど
に
な
る
わ

　
け
で
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
動
脈
硬
化
症
は
、
急

　
に
発
病
す
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い

間
の
刺
激
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
日
常
生
活
の
仕

方
に
よ
っ
て
、
動
脈
硬
化
に
な
る
か

な
ら
な
い
か
が
決
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
、
日
常
の
生
活
を
も
う
一
度
ふ
り

返
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
◎
雛
甥
馨
踏
野

（
◎
◎
鱗
働
醐
恵
響

（
◎
◎
縮
罐
鞭

寺
ケ
崎

栃
木
県
か
ら

赤
谷

中
屋
敷
か
ら

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

五
十
嵐
陽
祐

今
井
妙
子

平
野
克
幸

田
畑
あ
ゆ
み

福
崎
友
美

渡
貫
直
美

丸
山
亮
太
郎

幽　　
¢

隆久光幸春研文
太夫政雄夫一治

長長三長長長長
男女男女男女男

原上寺元東仁野
　　　　善
田野尾町寺田口

小
わ
ビ

　
　
　
　
璽
贋

太
田
白
南
風
選

　
三
領
　
高
橋
た
か
し

、
。

　
　
、
，
・

◎
は
め
板
の
一
枚
づ
つ
の
日
の
伸
び
し

　
冬
菜
堀
る
五
尺
の
雪
や
春
浅
し

　
苗
床
の
雪
割
る
顔
の
日
焼
し
て

　
三
寒
と
四
温
お
り
な
す
今
日
は
雪

　
店
先
へ
種
物
な
ら
べ
小
商
い

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
山
賀
　
芹
子

◎
鱈
を
買
う
ち
ら
ち
ら
雪
の
降
っ
て
来
し

歎和星佐江小山滋
藤久名藤口海家野
　井

響莫篁厭顯
徹工正喜立邦哲康
　　　一已男　・一

二長長二長二長長
男女男男男男男女

露木伊野上三木野

町落友口野領落口

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

五
十
川
松
太
郎

高
橋
友
吉

尾
身
房
治
郎

佐
藤
富
藏

高
橋
　
ト
ミ

沖
　
立

高
　
倉

中
島
町

中
島
町

高
倉
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＊
訂
正
　
お
詫
ぴ

◎
先
月
号
で
お
知
ら
せ
の
簡
易
水
道
使

用
料
中
、
給
水
工
事
加
入
金
を
次
の
よ

　
春
の
虹
低
く
か
か
り
て
薄
か
り
し

　
春
め
く
や
庭
の
も
の
み
な
濡
れ
て
ゐ
し

　
春
浅
き
博
物
館
の
白
き
壁

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
金
子
　
洋
石

◎
く
る
く
る
と
廻
る
小
渦
や
水
温
む

　
暮
る
る
こ
と
惜
し
き
こ
の
頃
花
の
雨

　
梅
咲
く
や
中
と
び
と
び
の
山
家
あ
り

　
釣
り
上
げ
し
ふ
ぐ
の
怒
り
や
春
の
風

　
　
　
　
　
中
条
病
院
　
小
川
　
薄
月

　
し
み
渡
り
登
校
の
子
等
嬉
々
と
し
て

　
黄
砂
降
り
大
雪
原
の
春
浅
し

　
え
り
首
を
く
わ
え
て
子
猫
運
ば
れ
ぬ
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　　（）内は前年比較

蒲3輔鮮受殺羅鞍鞭縮

う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

給
水
工
事
加
入
金
、
一
般
家
庭
用

．
口
径
十
三
ミ
リ
の
場
合

　
　
十
万
円
を
十
二
万
円
に

．
口
径
二
十
ミ
リ
の
場
合

　
十
一
万
円
を
十
三
万
五
千
円
に

◎
ま
た
、
二
月
十
八
日
現
在
の
積
雪
量

で
、
消
防
分
遣
所
三
・
七
メ
ー
ト
ル
は

三
・
○
メ
ー
ト
ル
の
あ
や
ま
り
で
し
た
。

　
お
詫
び
の
う
え
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
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野

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
　
寅
　
生

猫
柳
囲
い
の
ま
ま
に
芽
吹
き
け
り

行
商
の
続
い
て
来
る
や
浅
き
春

手
作
り
の
菅
笠
さ
ら
し
彼
岸
来
し

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
与
平

春
日
あ
び
嫁
の
出
を
待
つ
人
の
群

春
め
き
て
昔
の
友
と
旅
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

早
春
の
ゴ
ミ
焼
く
煙
動
か
ざ
る

早
春
や
雪
穴
の
色
う
す
う
す
と

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
宏
予

雪
汚
れ
目
立
ち
て
春
の
日
の
あ
ふ
れ




